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Ⅰ．はじめに
本稿では、ドイツの地理学者Dietrich Kühne
による著作『村落から大都市にいたる多民族
社会の相貌―マレーシアにおける都市化のさ
らなる進展と新たな道程（1970 ～ 80 年）―』
（原題：Vielvölkergesellschaft zwischen Dorf und
Metropole; Fortentwicklung und neue Wege der
Urbanisation in Malaysia (1970-1980), Verbund
Stiftung Deutsches Übersee-Institut, Otto Har-
rassowitz: Wiesbaden, 1986, 538S.）1）を紹介し
ながら、1970 年代における首都クアラルンプ
ル（Kuala Lumpur：以下、KL）の社会地理的
状況についての検討が試みられる。
本書は、ドイツのアジア学（Asienkunde）
の中心的役割をはたしてきたハンブルグのア
ジア地誌研究所（Des Institut für Asienkunde
in Hamburg）による研究叢書である。Künhe
によれば、本書は、1981 年 2 月にマレーシア
で開始されてから、17ヵ月間に及ぶ現地調査
の成果である。研究プロジェクトの遂行にあ
たっては、Tunku Shamsul Bahrin 教授などマ
ラヤ大学地理学科やマレーシア政府統計局の
協力、またフォルクスワーゲン社からの研究
基金を得たという。主題を逐語的に訳述する
と奇異な感じを受けるが、本書は、マレーシ
アという多民族社会（Vielvölkergesellschaft）
の村落から大都市に至るまで、さまざまな集
落・都市的状況について考察を加えることを
企図し、副題からも明らかなように、とくに
1970年代におけるマレーシアの都市化状況に
焦点を定めた集落・都市地理学的研究である。
筆者が本書に関心を払った理由は、少なく
とも三点ある。第一に、本書が対象としてい
る 1970 年代は、マレーシアの政治経済・社会
文化などあらゆる面で、旧植民地的状況から
の脱却という「仕切り直しの時代」、さらにそ
の後の 1980 年代の「NIES 段階到達の時代」
や、90 年代に強化、深化した経済のグローバ
リゼーションを背景とする「メガプロジェク
トの時代」への助走時代にあたる。つまり、
70 年代は、現在の同国の都市社会、とりわけ
首都 KL の社会地理的状況を考察する上で、
画期的時代であったからにほかならない（第
1表）。第二に、本書のように、1970 年代とい
う限られた 10 年間ではあるが、マレーシア全
域のさまざまなタイプ・階層レベルの都市的
集落を対象にした研究成果は、類例をみな
かったからである。第三に、消極的理由かも
しれないが、ドイツのアカデミック地理学が* 立命館大学文学部教授
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マレーシアの都市社会に対して、どのような
観点からアプローチし、どのような説明・記
述を試みようとしたのか、興味を抱いたから
である 2）。
さて、Kühne の著作の紹介と検討を進める
にあたって、1970 年代のマレーシア、とりわ
け KL において、どのような時代性を帯びた
社会空間が生産されようとしていたのか、以
下に概観してみよう。
Ⅱ．「1970 年代」のマレーシア都市社会
―とくにクアラルンプルを中心に―
マレーシアが、マレー人およびその他先住
民族集団（以上を総称してマレーシア語で「ブ
ミプトラ」Bumiputera と呼ぶ）と移民集団の
末裔としての華人、インド系住民という三大
種族（マレーシア政府の公式的見解！）から
成る典型的な多民族国家であること、そして
このような多民族的状況が英領植民地支配の
産物であり、ファーニヴァルがこうした社会
第 1表　　マレーシアの都市社会変動の諸段階と都市景観・社会地理特性の変化
時代（期間） 時代名称 時代背景 都市景観・社会地理特性
第 1期
（1957～70年）
新生国家建設の
時代
1957 年独立（マラヤ連邦）、初代首相
ラーマン。
1960 年「非常事態宣言（1948 年～）」
解除。
1963 年マレーシア連邦結成。
1965 年マレーシア連邦からシンガ
ポールの分離独立。
1969 年「5.13 事件」（マレー人と華人
の民族衝突），非常事態宣言
旧植民地都市的景観，複合社会的・華
人都市的状況の残存。
第 2期
（1970 年代）
開発政治 / ブミ
プトラ政策始動
の時代
1970 年第 2代首相ラザク就任。
1971 年非常事態解除。
NEP（新経済政策：～90年）施行。
1976 年第 3代首相フセイン就任。
マレー人の都市化、華人都市からマ
ルチエスニック都市への移行始動、
スクォッターの急増。
第 3期
（1980 年代）
世界資本「蓄積
の舞台」化 /
NIES 段階到達
の時代
1981 年第 4 代首相マハティール就任
（～2003年）＝「マハティール時代」
始まる。
1983 年マレーシア株式会社 /「民営
化」構想発表。
マレー人比率の増大，「スクォッター
都市化」の継続、市街地改造時代の
始まり。
第 4期
（1990 年代）
グローバル都市
化・メ ガ プ ロ
ジェクトの時代
マハティール時代の継続。
1991 年「Wawasn（ビジョン）2020」
国民開発計画（NDP：～ 2000 年）。
経済のグローバリゼーションの強
化・深化、国際会議・イヴェントの
連続開催。
1997/98 年アジア通貨危機の克服。
メガプロジェクトの同時展開・ムナ
ラ都市化・美化政策の進行に伴う建
造環境の急変、行政首都機能のプト
ラジャヤへの移転、新都市中間層の
増大、外国人労働者の急増、90 年代
後半再定住計画の進展に伴うス
クォッターの急減。
第 5期
（現在）
トランスナショ
ナル都市化の時
代
マハティール時代の終焉。
2003 年第 5 代首相アブドゥッラー就
任。
「ワールドクラス都市」をめざした社
会環境整備の時代、美化政策の強化、
スクォッター社会の解体傾向強化、
マレー人 -華人比率の均等化。
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を「複合社会」と呼んだことは、よく知られ
ている。複合社会とは、職業や居住地区が人
種・民族・言語・宗教集団別に「すみわけら
れた社会」にほかならない。
しかし、1957 年の独立以来、外国からの移
民の管理統制、マレー人の出生率が華人のそ
れを上回るというエスニック集団間における
出生率の差異は、この国のエスニック構成比
率を変化させ、マレー人比率が過半数を占め
る状況を生み出した。また、英領マラヤ時代
にあって、マレー系は農村・漁村地域に偏在
し、華人など移民集団は都市部に集住すると
いうエスニック集団別にすみわけられた社会
状況は、マレー人中心主義的国民統合政策の
推進、さらに 1969 年 5 月 13日の民族衝突（マ
レー人による反華人暴動）を契機として 1971
年から NEP（New Economic Policy：～ 1990
年）が施行されることにより、「マレー人の都
市化」が進行したからである。
NEPとは、第2次マレーシアプラン（1971～
75 年）と一体化したかたちで打ち出された
「新経済政策」であり、工業開発やプランテー
ション農業の振興などを通じて、①あらゆる
貧困の撲滅、②民族間の分業・すみわけとい
う植民地時代に植えつけられた複合社会的状
況の再編を推進し、エスニック集団間の社会
経済的格差を解消することを目的としてい
た。しかし、マレー人の社会経済的地位の向
上（都市的職業部門への雇用の推進、生活水
準の改善、資本家育成など）をねらったもの
であることから、NEP はマレー人優先（ブミ
プトラ政策）の一環であるとみなすことがで
きる。NEPの最終年は1990年であったが、目
標が達成されなかったとの理由から、ブミプ
トラ政策は実質上、今なお継続されている。
それでは、独立以降、とりわけ NEP が始動
しはじめた 1970 年代以降、マレーシアはどの
ような都市社会変動を経験してきたのだろう
か。これについて、KL を例に、エスニック
構成と社会経済階層という 2つの社会的構成
要素からみてみると、おおよそ以下のような
社会再編を経験してきたことが看取できる。
まず、エスニック構成の変動状況は、第 2表
において明瞭に読みとることができよう。す
なわち、英領マラヤ時代にあたる 1891・1911・
1931 年当時の KL は、先着・先住民族のマ
レー人よりも華人やインド系住民など移民集
団が多数を占めるという「移民都市」・「華人
都市」としての性格が濃厚であった。しかし、
1957年のマラヤ連邦独立以後、1971年のNEP
実施から 10年目にあたる 1980 年には、KL の
マレー化が顕著に認められるようになり、華
人都市・移民都市的状況から、文字通りの「マ
ルチエスニック都市」としての風景がより明
瞭となってきた 3）。ちなみに 1980 年代にお
けるマレーシア経済の急成長、とりわけ経済
のグローバリゼーションが強化、深化する
1990 年代は、マレー人比率の増加が継続する
とともに、労働力不足を背景にインドネシア
人やバングラデシュ人など外国人労働者の流
入を招いた「外国人労働者急増の時代」とし
て位置づけることができよう。
他方、社会経済階層の再編についてみた場
合、Everse, H-D.4）が 1970 年代はじめに、マ
レーシアの都市社会は、それまでのエスニシ
ティにより強く規定された縦割り的エスニッ
ク別すみわけ社会から、上層・中層・下層と
いう階層分化がより強く規定する横割り的階
級社会への移行を読み取ろうとしたような
変動が見られるようになった 5）（第 1図）。
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NEP の進展は結果として、貧富の格差を拡大
させ、スクォッター（公有地などに無断居住
する不法占拠者）に象徴されるような都市貧
困層の増大をもたらした。1978 年、スクォッ
ター人口は市人口全体の 4 分の 1を占めるま
でになり、1980 年代を通じて、KL は「ス
クォッター都市」と揶揄
や ゆ
されるような状況を
露呈させたのである 6）。しかし、現在にあっ
ても、エスニシティにより規定された社会地
理的構造は解体されておらず、Everse のマ
レーシア都市社会の「階級社会」論は時期尚
早であった（というよりも、この国の実態に
はあわない空論に近いもの）と言わざるを得
ない。しかし、一方ではエスニック別すみわ
け社会であり続けながらも、他方では 1980 年
代以降におけるマレーシア経済の急成長に伴
う「都市中間層」あるいは「新富裕層」7）の
出現に象徴されるように、全体として社会階
層間格差が拡大する、とくに同一のエスニッ
ク集団内の階層分化・階層間対立がより強化
第 2表　　クアラルンプルのエスニック集団構成比の推移：1891 ～ 2000 年（単位：％）
エスニック集団 1891 年 1911 年 1931 年 1957 年 1970 年 1980 年 1991 年 2000 年
マレー系/ブミプトラ1） 12 9 10 15 25 33 37 38
華人 73 67 61 62 55 52 46 43
インド系 12 19 23 17 19 14 11 10
その他 2） 2 5 7 6 2 1 6 1
外国人 ― ― ― ― ― その他 3）その他 3） 8
合計（％） 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
合計（万人） 1.9 4.7 11.1 31.6 45.8 92.04） 126.2 142.3
Sidhu［1978］、DBKL［2003］ほかによる。
注 1）1980 年以降、マレー系からブミプトラに名称変更。
注 2）パンジャブ人（シーク）、タイ人、ビルマ人、ポルトガル人など。
注 3）1980・90 年時には「外国人」は、「その他」の中に含まれている。
注 4）1970 年から 80 年にかけて人口が大幅に増加したのは、1974 年連邦直轄領に昇格した KLの行政域が
拡大したことが一因となっている。
第 1図　　半島マレーシアにおける都市社会構成の変動概念モデル
（藤巻正己（1990）による）
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されるという状況も看取できる。
ところで、1970 年代のマレーシア、とりわ
け KL 大都市地域の社会地理を考察した研究
は必ずしも多くはない。1960 年代の KL の都
市社会地理学的研究については、英連邦出身
の地理学者で、当時、マラヤ大学で教育・研
究にたずさわっていた McGee, T. G. の著作 8）
が著名であるが、それらは開発政治が本格化
する以前の、植民地都市的状況を色濃く残し
ていた時代のKLを対象としたものであった。
McGee がマラヤ大学から香港大学へ移籍し
て以降の、1970 年代における都市研究は、次
世代を担う地元の地理学者たちによるものと
なった。その主要な成果としては、Lee, B-
T.9）、Sidhu、M. S.10）、Lim, H-K.11）などの研
究を思い浮かべることができる。
また、海外研究者によるマレーシア都市、と
くに KL の研究事例としては、英国出身のマラ
ヤ大学教員であった Jackson, J. C.12）、米国の
Leinbach, T. R.13）、Aiken, S. R.14）、オーストラ
リアの Johnstone, M. A.15）、Rimmer, P. J.16）な
どの研究をあげることができよう。マレーシア
が旧英領植民地であり、マレーシアのアカデ
ミック地理学が欧米など英語圏地理学の影響
を強く受けてきたことが、こうした研究状況を
生み出したものと考えられる。しかし、近代
地理学の先発国であった西欧世界の中で、ドイ
ツ（人文）地理学のマレーシア都市研究は、寡
聞にして知らない。また、1970 年代という特
定の時代に考察の対象期間を限定していると
はいえ、マレーシア全土の、村落レベルから
大都市地域レベルに至るさまざまな階層に位
置する集落・都市を対象にして、包括的にと
らえようとしたという点においても、Kühne
の著作は貴重である。
Ⅲ．Kühneの著作概要
1　Kühneの著作の章節構成
まず、以下、目次を示すことにより、Kühne
の著作の内容構成を紹介しておく。
序論：1971 年以降の未解決の課題（1～ 16頁）
Ⅰ章 人口の成長および空間的再配分の傾向
と新たな経過形態：1970 ～ 1980 年（17
～ 88頁）
A．官庁統計にみる人口成長
B．人口の分布と再配分
a）成長地帯と成長重心―大都市圏および
分散過程・重心の移動・新たな移動プ
ロセス
b）1980 年の空間的分布図
C．共時的社会経済的構造変化
a）農村人口の成長と雇用成長
b）都市人口の成長と雇用成長
c）「灰色の地帯」
d）経済と社会における民族的構成の変動
Ⅱ章 開発政治と都市化（89 ～ 178頁）
A．国家主導
a）「家族計画」―新マルサス的状況への道
b）「機会均等」の象徴、教育政治
c）1970 年以降の二つの「国家発展の主た
る目標」
d）民族間・地域間融和のための調整方策
としての「新経済政策」
e）「NEP」と立地理論
f）「NEP」とエコシステム
g）「NEP」と伝統
B．国家と民間セクター
C．都市化効果
a）農業部門からの後退
b）中心地階層の「機会均等」
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Ⅲ章 変化する集落パターン（179 ～ 440頁）
A．村落とメトロポール間の人口過程と環
境変化：従来の経験像
B．調査地域 1―最低階層の集落型
a）サラワク州ブラガ地区クジャマン =ラ
サの住居：「辺境地域におけるロングハ
ウス」
b）サラワク州シブ農村地区ニャラの住
居：都市周辺部のロングハウス
c）ケランタン州バチョック地区カンポン
=プルポック：ある海岸漁村
d）SMPG/PPG 村落 /ジョホール州ポン
ティアン地区プカン = ナナス：ある大
規模プランテーション集落
e）中部パハン州の「アグロタウン」（バン
ダル 14）コタ =バハン：国有大規模プ
ランテーションの中心地
f）パハン州ジェラントゥト地区 FELDA
ジェンカ 8の「アグロタウン」：協同組
合が管理する開拓地域の中心地
g）第一中間総括：経過の共通点と相違点
C．調査地域Ⅱ―「中継階層」
a）ジョホール州バトゥ =パハト地区レン
ギット：中継 2　秩序と副次地区中心
b）ジョホール州ポンティアン地区ポン
ティアン =クチル：中継 1　秩序と地区
中心
c）ペラ州バタン=パダン地区タパ：ひとつ
の比較
d）サラワク州クチン：地域中心地、商業
中心および工業重心
e）第二中間総括：共通点と相違点
D．調査地域Ⅲ：「クランバレー」大都市圏
（クアラルンプル大都市圏）
a）クアラルンプル：コナベーションの核
心
b）衛星都市プタリンジャヤ
c）「問題空間」プタリンジャヤ南東縁辺
部：「カンポン =レールウェイ」の事例
d）「問題空間」プタリンジャヤ南西縁辺部
の事例：「カンポン =バクティ（カンポ
ン = ギネス）」
e）「成長の細胞」シャーアラム：大都市コ
ナベーションの連鎖における最も脆弱
な関節
f）クランとポートクラン：コナベーショ
ンの海岸部における展開
g）ポートクラン：非標準的地域の東港
h）結論：経過形態の共通点と相違点
Ⅳ章 方法と理論に関する最終的再考（441
～ 466頁）
A．活動の立地条件に対して
B．方法論的考察
a）状況分析から過程分析：現実的正確さ
への道
b）地理学的措置：環境の記述・環境の類
型化・環境描写
c）「環境描写の時間列」
C．循環的プロセスと直線的プロセス
a）伝統的ライフスタイルの景観的束縛に
対して
b）現代的ライフスタイルの機能的束縛に
対して
c）結論
D.「第三世界」：その脱神話化
2　概要
本書は、ドイツ地理学が得意としてきた都
市（集落）階層構造論的視点から、1970 年と
80 年の『人口・住宅センサス』（マレーシア
政府統計局）の比較分析と、第 3表に整理し
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たようなマレーシア各地の村落から大都市地
域に至るまでのさまざまなタイプや階層の集
落における現地調査などで得られた知見をも
とに、マレーシアの集落地理の変動を包括的
にとらえようとしたモノグラフである。
本書の主たる関心は、その後のマレーシア
の行く末を強く規定した NEP が、1970 年代
におけるマレーシアの人口・集落分布パター
ンの変化や都市化に対してどのような影響を
与えたのか、という点に向けられている。研
究のスタイルは、センサス・データの分析を
通じて系統地理学的分析を行いつつも、記述
は地域地理学的であるという点に、ドイツ地
理学の真骨頂をみいだすことができる。
本書を通じて、Kühne が強調した点は、以
下のとおりである。
①第二次大戦後、マレーシアは、英領時代
のモノカルチャ・モノエクスポート型経済下
における従属的都市化と異なり、国民経済の
自律的発展および新生国家建設に関わる行政
機構の再編成や拡大に伴う新たな中心地の出
現や発展を生み出し、農村から都市へ、低次
の都市から高次の都市への人口移動を伴う都
市化を経験してきた。その過程の中で、都市
的集落の盛衰、階層的地位の再編がみられた。
② NEP 以前に確立されていた都市階層の
うち、最低次と最高次の両階層の中間に位置
し、比較的中心性の高かった「中継（リレー）
階層」（Relaisstufen）は、NEP あるいはブミ
プトラ政策の進展に伴う行政機能・システム
の拡大と生産機能の付加とによって「官僚専
門技術者的生産者都市（bürotechnokratischen
Produzenten-städt）」という新たな地位へと上
昇するようになった。このプロセスは、NEP
（いいかえればブミプトラ政策）の主たる受
益者である「マレー人の都市化」と連動する
ものであった。
③環境破壊を伴うプランテーション開発計
画の一環としての「アグロタウン」（Agro-
Stadt）という新たな開拓中心地の建設構想（そ
れの理論的ベースは古典的立地論であるが）
は失敗に終わり、結局、現実の人口移動・再
配置は、既存の都市集落システムの「引っ張
り（プル）」に強く規定されたものであった。
地方農村から都市への人口の移動・集積が最
も顕著であったのは、KL や衛星（der Trabant）
都市のプタンリジャヤ、スランゴール州の新
都シャーアラム Shah Alam、英領時代に建設
された港湾都市クランKelangなどから成るKL
コナベーションあるいはクランバレー大都市
地域だったのである 17）。
④ 1960・70 年代の開発途上国都市化論にお
いては、地方農村側の人口の「押し出し（プッ
シュ）」が、都市の側の「引っ張り」を上回る
第 3表　　Kühne, D.の著書でとりあげられた調査地
集落・都市階層 事　例
最低次階層 サラワク州の 2つのロングハウス集落（完全孤立型と都市周辺部立地型）、クランタン
州の漁村、ジョホール州のプランテーション集落、パハン州の 2つの「アグロタウン」
（国有プランテーション地域の中心地と協同組合開拓地域の中心地）
中継階層 ジョホール州・ペラ州の地区中心地、サラワク州の地域中心地クチン
最高次階層 クランバレー大都市圏（クアラルンプル大都市圏：クアラルンプル、プタリンジャヤ、
シャーアラム、クラン）
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かたちで向都離村人口移動を促したという
「擬似都市化」（Pseudo-Urbanisation）論が支
配的であったことは、よく知られている。し
かし、1970 年代におけるマレーシアの都市社
会変動の実態分析からは、そうした都市化論
は適用できない。むしろ、NEP の施行に伴う
経済的行政的教育的諸要因が複合する、都市
の側の「引っ張り」要因が強く作用し、地区
中心・地方中心そして大都市へのマレー人の
集中を招いた。
⑤つまり、1970 年代におけるマレーシアの
都市社会変動、都市化過程の主たる推進力は、
国家の社会経済構造を再編することを目的と
した NEP であったが、それの地理的、空間的
結果として、一方で地方における都市（的集
落）の階層変動、他方で KL を頂点とした既
存の都市システムのプライマシィが強化され
た。また、このような都市的趨勢は、NEP が
マレー人の社会経済的地位を高めることを企
図したブミプトラ政策を内包するものであっ
たため、都市の「マレー化」（malailischer）を
促し、華人都市あるいは移民都市的様相が濃
かったマレーシアの都市社会地理を変質させ
ることとなった。
なお、本書は、マレーシアという一国の都
市化状況、それに伴う社会経済変動に関する
考察を通じて、大規模な土地開発やモータリ
ゼーションなどに象徴されるような「技術主
義」をベースにした「開発と変化」・「直線的
進歩」を至上とするイデオロギー（藤巻注：
モダニズムあるいは開発経済論）が、マレー
シアという伝統的社会にみられた人間社会と
環境との持続的均衡、つまり「循環的環境」
にもたらすであろう弊害についても言及して
いる。そして、「技術主義」の立場でみた場
合、「循環的社会は後進的」であり、「直線的
社会は進歩的」であるという思想が、「第三世
界（Dritte Welt）」の開発論において信奉され
ているが、こうした一面的な見方を「脱神話
化（entmythologisiert）」することが地理学研
究に求められるべきことを主張している。
次章では、筆者がとくに関心を抱いている
1970 年代クアラルンプルの社会地理に関わ
る記述（第 3章 D節「調査地域Ⅲ：クランバ
レー大都市圏（クアラルンプル大都市圏）」
（Untersuchungsbereich III – Metropolitaner
Ballungsraum “Kelang Valley”（Grosraum Kuala
Lumpur）の中の「a）クアラルンプル：コナ
ベーションの核心」（a）Kuala Lumpur: Kern
der Konurbation：361 ～ 373頁）について、そ
の抄訳と、付図「クアラルンプルの民族・社
会空間構成：1980年」（Kuala Lumpur Ethnische
und Sozialräumliche Gliederung 1980）の検討
を試みる。なお、本文中にとりあげられる諸
地区の位置などについては第 2・3 図を、ま
た、居住地区の社会階層を示すカテゴリー
「1」～「5」などの符号が記載されているが、
その詳細については次章の第 2節を参照され
たい。
Ⅳ．Kühne による 1970 年代クアラルン
プル大都市地域の社会地理学
1 「クアラルンプル：コナベーションの核心」
抄訳
連邦直轄領（Bundesterritorium：マレーシ
ア語で Wilayah Persekutuan）面積：243 km2、
人口（1980 年）：91万 9610人、内、マレー人
（Malaien）：30万 5435人、華人（Chinesen）：
47万 7601人、インド系（Inder）：12万 7793
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人、その他（Sonstige）：8781人。調査研究期
間：1981 年 3 月～ 5月。
KL は、1970 年、スランゴール州の自治体で
あったが、1974年には連邦直轄領に昇格した。
この10年の間にKLの人口は爆発的に増加し
ている。1970 年には総人口 45 万 1810 人で
あったが、80 年には 91 万 9610 人へと 2.04
倍増した。中でも、華人が 1.93倍増（比率は
54.8％から51.9％へと減少）、インド系が1.52
倍増（比率は 18.6％から 13.9％へと減少）し
たのに対して、マレー人は 11万 3642人から
30万 5435人へと 2.69倍増し、KL に占める
人口比も 25.1％から 33.2％へと急増した。つ
まり、首都の「マレー化」（malailischer）が
みられた。
KL の人口増は、行政域の拡張だけでなく、
第 2図　　クアラルンプル概観図：1980 年
（Kühne D.作図「クアラルンプルの民族・社会空間構成：1980 年」にもとづく）
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住宅地区の過密化によるものでもあった。な
お、スランゴール州内でも、首都と関係の深
い周辺ベルト地帯（Außengürtel）の発展も
あった。
注目すべきは、1970 年当時、KL では「プ
ロレタリアート」や「下中層」のような下位
の階層（unteren Strata）での異民族集団間の
混住はみられなかったが、1980 年センサスの
結果から、あらゆる社会階層（sozialen Ebenen）
にわたって、異民族集団間、特にマレー人と
中国人の広範囲におよぶ空間的な民族的混住
（räumlich Verschränkung der Ethnien）が、この
10 年間に進んだことが明らかとなった。
同様のことは、北部のスントゥール Sentul
とスタパック Setapak の居住地域においても
見られる。スタパックの広大な錫採掘地域
跡は、かつて純然たる移民華人の居住地域で
あり、スクォッターによる一時的居住地域
（Squatterprovisorien）であった。1970 年以来、
警察・軍隊用地付近からマレー系の「不法占
拠地」（tanah haram）化が始まり、そして古
くからの華人系不法占拠地域（Squattergebiete）
への UMNO を支持するマレー人の流入が始
まった 18）。こうしたマレー人たちは小市民的
（kleinbürgerlichen）特性を帯びていた。マレー
人の流入により、この旧華人地域は必ずしも
減退せず、むしろ華人の流入もみられ、華人
やインド系住民とマレー人（公務員宿舎）の
混住（Durchmischung）現象が各地で生じ
た。この地域における集落は、外観上、「K4：
カンポン（kampung：マレーシア語で「村」）
的特性を帯びた下中層」（Unter-Mittelklasse,
mit Kampong-charakter）的社会空間（sozial
Räumlich）を示しており、新たなスクォッター
地区化の兆しを見せている。この広大な平坦
地では、以前は「カテゴリー5」（プロレタリ
アート：Proletariat）の居住地区であったの
が、「4」（下中層）に格上げされた地区もあ
る。また、かつて「4」レベルの華人居住区が
「3」（中中層：Mittel-Mittelklasse）になる場
合もみられる。これらの居住地域の階層上昇
は、近傍における湖畔公園の造成によるもの
である。
スントゥールは、労働者住宅地区（Arbeiter-
wohngebiet）が配列された、鉄道工場の周辺地
域にあたる。この地域でもマレー人（という
「種子（Einsaat）」）の流入が見られる。この現
象は、マレー人の公営低価格住宅（Billig-
Wohnblöcken）や公務員宿舎への入居に伴うも
のであるが、かつてこの地域は小さくまとまっ
たインド系の鉄道員宿舎があったところであ
る。こうしたマレー人の流入は次第にスン
トゥールを「民族的弾薬箱」（ethnischen
Caissons）19）の状況にしている。
他の古い地域の発展については、以下のよ
うな点が注目される。スガンブット Segambut
地区では、首都高速道路のクチン通り Jalan
Kuching西部に、マレー人とインド系住民（タ
ミル人およびシーク教徒）が移住したが、分
離居住しあっている。首都高速道路の東側は
中国人の卓越する工業地域で、新しい住宅団
地（Wohnpark）（「4」・「3」）に隣接している。
ここではマレー系不法占拠地（tanah haram）
の発達はみられない。
KL 西方のケニー= ヒル Kenny Hill では、
クチン通りに接する極めて新しいスクォッ
ター島（Squatterinseln）がみられる。そこに
はインド系（「5」）、インドネシア人（Indone-
siern）20）（「5」）そしてマレー人（「4」）が
居住していた。今日ここには「2」（上中層：
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Ober-Mittelklasse）・「1」（上層：Oberklasse））
の高級住宅地域になっており、すべての民
族の混住が確認されるが、マレー人の流入
がもっとも顕著である。また、2 つの新しい
政府機関の合同庁舎と 2 つの新しい豪奢な
住宅地域もみられる。国会議事堂の西側は
かつてマレー人と華人の公務員地区であっ
たが、今日、マレー人地区（「2」と「3」の
混住）となっている。全体にこの地域は、植
民地期の古いバンガロータイプの住宅（die
kolonialen Bungalows：庭付き一戸建て住居）
が消え、ムーア風（Moorish stile）などの様式
を備えた新築の住宅地域に変わりつつある。
さらに西部のダマンサーラ = ハイツ Da-
mansara Heightsと南西部のバンサー=パーク
Bangsar Park は、1970 年以降に形成されたカ
テゴリー「4」～「1」の居住地である。この
地域は市街地から到達可能な位置にあるが、
しかし中心部から離れた City-Ferne であり、
オフィス本社や企業本社が立地し空間利益を
得ている。なお、この地区は全くの多民族混
住地域である。
南部、とりわけクラン河谷（とくにKg. Pantai）
は、今なお「民族的弾薬箱」である。この地域
は、密度の高い集落帯（Siedlungsband）が位置
しており、インド（indischer）系スクォッター
地区に一部マレー人が居住している（Kg. Haji
Abdullah Hukum）21）。この地域は洪水常襲地帯
であり、仮住まい的「5」の地区（藤巻注：ス
クォッター地区）としての性格を有し、長期に
住む者の少ない「通過駅」（Durchgangsstation）
の様相を示している。「K4」（カンポン的特性を
帯びた下中層）の特性をもつルンバー = パンタ
イ Lembah Pantai は洪水常襲地帯にある。ここ
には公営の高層住宅（Wohnhochhäusern）も含
まれる。マレー人にとって高層住宅という居住
形態は、1970 年ころには想像もつかなかったか
もしれない新たなものだが、今日では次第に普
及しつつある。
南東部のサラク = サウス Salak South とプ
ドゥー =ウル Pudu Ulu との間の、かつての錫
採掘地域、とくに軍用飛行場の東側にはス
クォッター地域（「4」）が広がっているが、そ
れだけではなく、小・中市民向けの数多くの新
興住宅地（neue Wohnparks）が出現している。
近年、東部縁辺部で、急速な住宅地化が進
行している。南部のカンポン=パンダン=ダー
ラムKg. Pandan Dalam はマレー系の住宅地域
（Malaien-Wohngebiets）である。このマレー人
住宅地域とは明瞭に分離して、かつての錫採
掘地にはインド系住民と華人の混住地域が広
がっている（「5」・「4」）。ゴルフ場とアンパン
Ampang 地区との間の錫採掘地帯では興味深
いプロセスが生じている。すなわち西部の不
法占拠地（tanah haram）と UMNO-Land22）で
はマレー人地域が拡大しつつある。東部では
アンパンとカンポン = パンダン = ダーラムか
らプドゥー = ウルに至る地域は中国人地域と
なる。同地域ではスクォッターの侵入も伴う
が、必ずしも「悲惨な地区（Elendsquartiere）」
ではない。ここには民族的混じりあい
（ethnischer Durchmischung）の兆候はどこに
もみられない。
アンパンは 1970年以来、アンパン通りをはさ
んで南西地区と南東地区とに分けられるが、両
地区とも新興の住宅地帯（Neusiedlungszonen）
であり、また純粋に中国人地域でもある。社会
階層は「4」（下中層）だが、スクォッター集落
（Squattersiedlungen）はみられない。アンケー
トによれば、住民は決して「苦力」（Coolie）で
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はなく、熟練労働者あるいは比較的高収入の労
働者から成る。そのことが住民の社会水準を規
定している。両地域には零細工場が分布し、周
辺部には野菜の栽培地がみられる。五脚基
ゴ カ キ
（Shophouse-Arkaden、藤巻注：棟割長屋形式の
店舗兼用住宅である店屋が雁木状に連なる通
路）街が旧集落から南に伸び、中心地としての
景観をみせている。5 階建ての警察官宿舎があ
り、そこにはマレー人が集住する。アンパン通
りの北側には古い錫の採掘池の間にマレー人の
集落（大部分が「4」）が広がる。住民のほとん
どが KL への通勤者である。野蛮な不法占拠者
（wilden (tanah haram-) Siedler）は、公営住宅
（Aozialwohnungen）に再定住されるべきであ
る。なお西部には近年、新規移住者（Neuankö-
mmlinge）のマレー人やインドネシア人出稼ぎ
労働者（indonesische Gastarbeiter）の流入が
見られる。北部のアンパン = ジャヤ Ampang
Jayaは新興住宅地（「2」）であり、ほぼマレー人
が住むが、一部インド系住民や中国人も見られ
る。
外帯（周辺ベルト地帯）は連邦直轄領に属
さないが、ダトゥ =クラマットからはマレー
人の住む新しい住宅地（1970 年以降に成立し
た中中層および下中層向け新興住宅地区
「3n」・「4n」、あるいは「k3」・「k4」）が連なっ
ている。その南側には数キロメートルに及ぶ
新興工業地域や中国人中層の新興住宅地域が
広がる。かつての華人とインド系のスクォッ
ター地域には、公社の RISDA（ゴム産業小農
開発庁）や保養公園（Erholungspark）が位置
する。
カンポン=バル=ゴンバック=スティアKg.
Baharu Gombak Setia は、スタパックから数キ
ロ北、ゴンバック通りの東側に位置するが、
そこでは現在、新たな現象が起きている。こ
こ10年ほどの間に快適なマレー人の公務員宿
舎集落（Beamtensiedlung）や、その北には富
裕層（Güteklasse）向けの新興高級住宅地区
ができている。その背後には、小さなプラン
テーション農園が広がっている。また UMNO
からの組織的な援助により、現在、多数のマ
レー系不法占拠者（tanah haram-Siedler）が、
以前からのスクォッターと結びつくかたちで
居住している。これらのマレー人移入者は、
西部および東部のマラッカ海峡沿岸諸州から
の出身者であり、軍人、教師などが大部分で
ある。持ち家を取得した場合、現在の住居を
新規移住者に賃貸する者もいる。住民アン
ケートによれば、「失業者」「不完全雇用者」
は皆無であった。
ゴンバック川の近くには古くからのカンポ
ン（Kg. Padan Balang, Kg. Changat, Kg. Kerdas,
Kg. Simpang Tiga など）があった。これらの集
落は、今なおカンポン的環境（Kampongmilieu）
を残しているが、もはや稲作をしていない。
しかし、ずっと昔からのように菜園を耕作し
ている。
鍾乳洞で有名なバトゥ=ケーブBata Caves
近く、かつての錫採掘地域に広がる、イポー
Ipohに向かう幹線道路沿いのスラヤン=バル
Selayang Baru は、まったく新しい（baru）住
宅―工業地区である。かつて、中国人がか
かわる工場が多数分布し、わずかだがイン
ド系の住居と田舎の様相を帯びた（mit dörfli-
chem Einschlag）マレー人労働者のコロニー
（Arbeiterkolonien、例：Kg. Pak Karim, Kg.
Selayang）があった。しかし、近年、またた
くまに大きく変化した。すべての民族が移
入するようになり、小市民的特色（kleinbürg-
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erlichen Kolorits）が卓越する新興住宅地域や
工場の郊外発展（Suburban-Entwicklungen）を
みるに至ったのである。こうした地域的変
化に伴う現象として、インド系住民と華人
が混住するスクォッター = コロニーが発生
するようになった。また、マレー人が多く
住むようになる一方、熟練労働者やサラリー
マンなどの一般勤労者が住むようなった。彼
らの大部分は KL への通勤者である。
ケポン Kepong には、注目すべき 2 つの新
しい住宅衛星地区（Wohntradanten）がある。
ひとつは、郊外型（Suburban-Stil）の官僚的
環境（Bürokratenmilieu）を帯びた華人卓越地
区（「4」・「3」）であり、もう一つは、多民族
的で、同種の階層が集住する社会空間的地区
だが、とくにマレー人公務員の流入がみられ
るようになった。
スラヤンでは、副都心開発が始まりつつあ
り、最近は KL への通勤者のベッドタウン
（Pendler-“Schlafstädte”）と化している。ケポ
ン通り沿いには新興の工場地帯が広がってい
る。首都に連絡する幹線道路の建設も始まっ
ている。周辺地域では、新しいごみごみした
スクォッター地域が生まれ始めている。
首都は 1970 年来、いちじるしく変貌をと
げてきている。かつての都市内スクォッター
地域（die innerstädtischen Squatterquartiere）
は消失し、代わりに巨大な官庁集合ビル
（Behördenkomplexe）と、それらを縁取るよ
うに緑地帯（Grünflächen）や幅広の自動車道
が建設されるようになった。かつてのチャイ
ナタウンには銀行、事務所ビルが建っている。
そして新都心（neue CBD）が形成されつつあ
る。それはアンパン通りと都心を避けて通る
ための環状線（Innenstadt-Umgehungsring）、す
なわちプクリリン Pekeliling通り（藤巻注：現
在のトゥン =ラザク通り Jalan Tun Razak）に
至る空間においてである。またブキット =ビ
ンタン Bukit Bintang 地区やインビー Imbi 地
区の表通りでも、高級ホテル、大企業のオ
フィス、デパート（Plaza）、高級レストラン、
ショッピングアーケード、ファーストフード
店などがそろった地域となりつつある。
プラザには自動車販売店から貴金属店、
テーラー、ディスカウント店、ファーストフー
ド店、ビアガーデン、ビリヤード場に至るま
で多種多様な店舗が入っている。これらはメ
トロポールの大いなる魅力である。ハリラヤ
（Hari Raya：ムスリムの断食月明けの祭日）
前や中国正月の季節ともなれば、プラザの熱
気は高まり、電力消費量、飾りつけ、売上高
のいずれもがピークに達する。大衆の購買意
欲は西洋諸国のそれに比肩するほどに膨れ上
がる。夕方のレストラン、カフェテリア、映
画館、ボーリング場は人であふれかえる。「日
曜日の客」（Sonntagspublikum）が、大きなホ
テルのカクテルラウンジに集まる。こうして
KL でも、大量の余暇時間（Massenfreizeit）や
消費民主化（Konsumdemokratisierung）が現
実のものとなりつつあり、KL ではもっとも
濃密な「都会生活（urbane Leben）」が醸成さ
れている。そして、さらにそれが、もっと濃
密になる潜在力を秘めている。大都会 KL の
官僚機構の拡大（Bürokratisierung）や工業化
は、いやおうなしに人々の生活様式（Lebens-
formen）と行動様式（Verhaltenformen）の変
化を求める。「刺激の循環」（Kreislauf der Im-
pulse）は、KL に成長のエネルギーを膨らま
せている。
プドゥー～ブキット =ビンタン～インビー
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の区間（KL の中心部、新 CBD 再開発地域）
は、官庁・高層オフィス複合ビルを建築する
ための、広大で平坦な更地になっている。そ
れまでインビーとブキット =ビンタン通りの
間には、地元住民曰く、映画館街があるとと
もに、長い歴史をもつスクォッター地域が広
がっていたが、1981 年に、スクォッター地区
は撤去されたという。
その界隈から 1 km ほどのところにプ
ドゥー刑務所があるが、その付近の巨大な華
人・インド系のスクォッター集積地区
（Squatteragglomerat）が1970年夏に撤去され、
住民はショウ通り Jalan Shaw（藤巻注：現在
のハン = トゥア通り Jalan Hang Tua）に建設
された KL 市営住宅（1 ～ 3 部屋＋台所＋浴
室付。小さな住居の場合月額 M$46、中規模
で M$58 の家賃）に再定住した。隣接の高層
住宅（Wohntürmen）には、すでに華人が多数
住み着いているが、新たな公営住宅にはマ
レー人とインド系住民が入居している。新入
居者の世帯主はいずれも下級公務員である。
それらの家族はまだ若く、子沢山である。し
たがって子供が大きくなれば、現在の住居は
手狭になるという問題をかかえている。にも
かかわらず一度入居すれば当分の間、そこに
とどまる傾向がある。ある住民は、すでに 7
年間住み続けているという。隣接の華人向け
の多数の新規アパート（4 ～ 5 階建て）は既
婚者向け住宅である。1970 年には、まだ雑然
としたスクォッター地域（Squattergebiet）が
広がっていたが、現在はそうした光景は見ら
れない。
以上とは反対に、競馬場の北西、クラン
川の向こう岸に位置するカンポン = バル
Kg. Baru は、生活環境の悪化（Mileuver-
schlechterung）を示す事例である。カンポン
バルは、KL の只中にある最も古い、マレー
人だけの居住区（Wohnbezierk）である（藤
巻注：同地区はマレー人保留地）。かつては
環境良好な庭園都市（Gartenstadt）だったが
（カテゴリー「3」・「2」）、今やその生活環境
は悪化している。アンケート結果によれば、
良好な生活環境を維持するための経済的負
担が大きくなりすぎたため、この良好な住
宅地区に古くから住んでいた住民は転出す
るようになったという。空き家は、同じく
移住してくるマレー人（「4」）に賃貸するか、
アパート、寄宿舎に建て替えて収入を得る
者がいる。新住民は、この居住区に長期居
住する傾向をみせない。カンポン = バルは
庭園都市としての性格を自ら閉ざす方向か、
あるいは土地に定着しない住民による「プ
ロレタリアート化（Proletarisierung）」の方
向、いいかえれば、環境の悪化（Vere-lendung
Milieu）、社会的荒廃（sozialer Vere-lendung）
へと変化しつつある 23）。
ところで、KL は 1970 年以来、深刻な問題
を経験してきた。高度なモータリゼーション
と膨大なごみの問題が生活環境を悪化させて
しまったのである。交通に関しては、特に
ラッシュアワー時においては、交通量の増大
が、あらゆるところで渋滞等を引き起こし、
大いに都市の機能を麻痺させてしまってい
る。「使い捨て社会（Wegwerfgesellschaft）」を
反映して、大量廃棄物処理をめぐる問題
（Massenmüll-Problem）も深刻であり、ゴミ回
収施設の建設が急務となっている。また、水
道・電力体系の整備も求められている。
こうして 1970 年以来、KL は「官僚専門
技術者的生産者都市」（bürotechnokratischen
1970 年代におけるクアラルンプルの社会地理
69
Produzentenstadt）に変貌をとげた。現代化プ
ロセスの進行に伴い、これからの 10 年以内
に、その求心力により KL 人口は倍加し、居
住地の密度は増し、その面積は拡大するだろ
う。連邦直轄領の範域は非現実的なものとな
り、都市有機体（Stadtorganismus）としての
大都会 KL は、領域を超え、拡大するだろう。
KLへの巨大な人口流入に歩調をあわせて、建
設・住宅の取り壊しが進んでいる。スクォッ
ター地区の減退がその証左である。民族の空
間的交差（die räumliche Verschränkung der
Ethnien）は今なお、しかもすべての階層にわ
たり継続している。こうして、今日の KL に
対して、「擬似都市化（Pseudo-Urbanisation）」
の神話をみいだすことはできない。しかし、
KLは別の問題に直面している。都市建設の過
剰発達（städtebaulichen Hypertrophien）に伴
い、大量輸送、大量消費、現代的大量居住
（Massen-wohnen）に伴う諸問題が表面化して
いるのである。
2 社会地図
1）概観　本書には「クアラルンプルの民
族・社会空間構成：1980 年」（Kuala Lumpur
Ethnische und sozialräumliche Gliederung 1980）
というカラー刷りの地図（縦 85 cm×横 28 cm）
が付されている（第 2図参照）。同図には第 4
表に示した社会地理的情報が盛り込まれてお
り、この図 1 枚から 1980 年センサス当時の
クアラルンプルの社会地理的状況、たとえば
民族集団・社会階層特性、主要施設の分布状
況など、1980 年代に本格化する大改造前の地
理情報を読み取ることができる。こうした
1970年代 KL の社会地理的状況を総合的に描
出した地図的表現は類例をみない。
同図には、DBKL（Dewan Bandaraya Kuala
Lumpur：クアラルンプル市庁）行政域のほか
に、隣接するスランゴール州のいくつかの行
政域（郡：プタリン Petaling、ゴンバック、ウ
ル =ランガット Ulu Langat）の一部も含まれ
ているが、KL と一体化したコナベーション
地域の中核部分が示されているといってよ
い。以下、同図から読み取れることがらにつ
いて、概要をまとめてみよう。
旧市街地では、クラン川とゴンバック川と
が合流する歴史的コアを中心に CBD とチャ
イナタウンが広がり、幹線道路沿いには
第 4表　　Kühne作図「クアラルンプルの民族・社会空間構造：1980 年」の主な凡例
指　　標 分類名称 表記形式
民族集団別
居住地区
マレー人、華人、インド系、ヨーロッパ人、全民族、マ
レー人 / 華人、マレー人 / インド系、華人 / インド系、
マレー人 /華人 /インド系
当該地区で卓越している民
族集団の分布状況を色別描
画
社会等級分類、
その他社会地区
特性
1：上層、2：上中層、3：中中層、4：下中層、5：プロ
レタリアート
当該地区で卓越している階
層を数字にて表記
K：カンポン的特性を帯びた居住地区、n：1970 年以降の
新興住宅地区
当該地区で卓越している社
会地区を記号表記
その他地区
および施設
CBD、チャイナタウンおよびショップハウス ハッチ表記
M：露天市、G：商業地区、Ind.：工業地区、B.：官庁、
P：警察、M：軍隊、Krkh.：病院、F：工場、S：学校、
F.St.：映画撮影所、F.S：専門学校、Co：カレッジ、LCHS：
公営住宅….ほか
当該地区で卓越している施
設を記号表記
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ショップハウス（店屋）街が伸びるという、
旧植民地時代の「華人都市」的景観が存続し
ていることがうかがえる。CBD 以外の各所に
は、各種政府・行政機関や軍関連施設の配置
がみられる。それは、国家首都としての機能
拡充の空間的結果であることは言うまでもな
いが、こうした施設こそが「マレー人の都市
化」の受け皿となったのである。また、市街
地縁辺部各地には、工業地区の配置も見られ
る。
他方、郊外においてはどのような景観がみ
られたのであろうか。1974年に KL は連邦直
轄領へ昇格するに伴い、行政域の拡大があり
（スランゴール州都としての機能は、南西郊外
に新たに建設されたシャーアラムに移転）、新
たに KL の行政域に組み込まれた地域（郊外）
には、北部や南部で錫の採掘地（廃坑も含む）
や、北東部・西部ではゴム・油やしのプラン
テーション =エステートが広がるという景観
が広がるとともに、多数のスクォッター集落
の簇生
そうせい
もみられた。1980 年代以降、これらの
郊外地域（たとえば西部のダマンサーラ、北
東部のワンサ =マジュウWangsa Maju にあた
るプランテーション農園地域）は、後年、大
規模なニュータウンや住宅・工場団地の開発
予定地に供されることになるのだが、同図は、
それ以前の状況を表したものとなっている。
ところで第 3図は、第 2図「クアラルンプ
ルの民族・社会空間構成：1980 年」から、主
にエスニック集団および社会階層に関する情
報を抜き出したものである。同図をもとに、
当時の KL の社会地理的状況がどのように読
み取れるか、抄訳のまとめを兼ねて以下に粗
描してみたい。
2）エスニック集団別すみわけ状況　Kühne
は、民族別居住地区を「マレー人（Malaien）」、
「華人（Chinesen）」、「インド系（Inder）」、
「ヨーロッパ人（Europäer）」、「全民族（Alle
Ethnien）」、「全民族（軽度：Alle Ethnien
schwache Dichte）」、「マレー人 - 華人混住
（Malaien-Chinesen）」、「マレー人 - インド系
混住（Malaien-Inder）」、「華人 -インド系混住
（Chinesen-Inder）」、「マレー人 - 華人 - イン
ド系混住（Malaien-Chinesen-Inder）」に 10分
類し、精緻な地図表現を試みている。しかし、
ここでは煩雑さを避けるために、「マレー人」、
「華人」、「インド系」、「ヨーロッパ人」、「全民
族（軽度も含む）」、「マレー人 -華人 -インド
系混住」の 6分類に再構成し、あらためて検
討を加えてみる。
Lee, B-T 24）は 1974年の連邦直轄領昇格前
の1970年センサスをもとにエスニック集団別
すみわけ状況をセンサス統計区ベースで表し
ているが、それと比べたとき、旧市域に関す
る限り、基本的パターンに変化はみられない。
すなわち、中心市街地のチャイナタウンから
東南方向に伸びるプドゥ、錫採掘地域であっ
たチャン =ソウ=リン Chan Sow Lin は明瞭な
華人卓越地域として残存している。英領時代
に設定されたマレー人保留地区であるカンポ
ン =バルとカンポン =ダトゥ=クラマットは、
その土地の性格上、マレー人地区として継承
されており、南西部のカンポン =ハジ =アブ
ドゥッラー =フックムなど植民地期に形成さ
れた古いマレー系集落（カンポン：kampung）
もマレー人新規移住者の受け皿となってい
る。インド系居住地区の場合は、それ自体の
人口数が少ないため、インド系卓越地区の析
出は困難だが、北部のスントゥール、南西部
のバンサー、東部のパンダンなどにおいて、
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マレー系や華人と混住しながら相対的にイン
ド系色の強い地区をみてとることができる。
混住地区は、各エスニック集団卓越地区間に
介在するかたちで、広く分布している。
またこのほかに、各国大使館が集まるアン
パン通り沿い、旧競馬場（現在は、その跡地
にペトロナス =ツインタワーを中心とした新
都心の KL シティセンターが建設されつつあ
る）やゴルフ場（Royal Selangor Golf Club）の
周辺には、ヨーロッパ人地区やすべてのエス
ニック集団の混住地区をみいだすことができ
る。これらの地域に加えて、英領時代にはイ
ギリス人や上層の住宅地域として開発された
旧市街地西の丘陵地帯や高級住宅地域ブキッ
第 3図　　クアラルンプルの社会階層別 / 民族集団別すみわけ状況：1980 年
（Kühne, D.作図「クアラルンプルの民族・社会空間構成：1980 年」をもとに作成。近藤暁夫作図）
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ト =トゥンクーBukit Tenku、さらに競馬場や
ロイヤル =スランゴール = ゴルフクラブ隣接
地域も、すべての人種・エスニック集団混住
地区として継承されている。これらの地域は、
いずれも上層・上中層居住地域であることに
注意を要したい。
1974年の行政域の拡大により、市街地北部
郊外のスタパックのマレー人集住地域、北西
部の旧「新村」ジンジャン Jinjang やケポン、
南部のサラク = サウスの華人集住地域が、新
KL 市域に含まれることになったが、旧市街
地と同様に郊外もエスニック集団別すみわけ
状況を明瞭に残すものであった。こうして 70
年以降の人口流入があったとしても、新規流
入者の転入先は各エスニック集団の集住地で
あったろうし、何よりも英領マラヤ時代以来
存続しつづけてきたマレー人保留地の存在
は、この街の民族集団別すみわけを制度的構
造的に規定するものにほかならなかったから
である。また、住民の立退きを伴う市街地人
口の分布をも変動させる植民地都市的空間の
大改造が本格化するのは、80 年代半ば以降で
あったからでもある 25）。
しかし、マレー人の増加、連邦直轄領への
昇格に伴う行政域の拡大、市街地の拡大、居
住地域の郊外化といった一連の社会変動は、
明らかに1970年センサス当時におけるKLと
は異質な都市社会空間を生産した。一方では、
既存のマレー人地区における人口密度の上昇
や郊外におけるスクォッター集落の拡大、他
方では、郊外、とくに新興住宅地域への華人
の流入といった現象がみられるようになった
のである。
3）社会階層別すみわけ状況　Kühne は、社
会階層（社会等級分類：Soziale Einstufung）に
ついては、「上層」（Oberklasse）、「上中層（Ober-
Mittelklasse）」、「中中層（Mittel-Mittelklasse）」、
「中下層（Unter-Mittelklasse）」、「プロレタリ
アート（Proletariat）」という 5 つの階層に分
類している。「プロレタリアート」とは、「無
産（労働者）階級」にほかならないが、KL の
場合、建設・工場労働者などに加えて、自営
の行商人・露天商・屋台商・小販などから成
る多種多様な雑業部門の存在を含めて考えれ
ば、より一般的な分類表現として「下中層」の
下位の階層である「下層」（Unterklasse）の方
が適切であろう 26）。また当時の雑業部門に従
事していた大衆の間で「プロレタリアート」と
いう明確な階級意識なるものが醸成されてい
たかどうかも疑わしい 27）。
さらに Kühne は以上の 5階層のほかに「カ
ンポン的特性を帯びた居住地区」（mit Kam-
pongcharakter）と「1970 年以降の新興住宅地
区（Neubau seit 1970）」という景観的特徴を
はらんだ社会地区をも、社会階層の区分に加
えている点は興味深い。いずれも、居住形態
（景観）が住民の階層を反映するものであり、
KL の現代都市化の空間的表象と映ったから
ではなかろうか。また、これらの地区が当時
の KL の社会階層の地理的分布あるいは社会
階層別セグリゲーションの解釈の際、Kühne
の心象風景に刻印された印象深い景観的要素
であったということであろう。
すなわち、「1970 年以降の新興住宅地区」は
急増する KL 人口、とりわけ中層以上向けの
計画的開発による郊外住宅地区であることは
あらためて述べるまでもない。他方、「カンポ
ン的特性を帯びた地区」とは、村（kampung）
的景観がみられる地区という意味であるが、
Kühne がこうした特性をもつ地区を社会階層
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分類に加えたのは、急速に都市化を経験して
いる KL に、村的要素を並存させる開発途上
国都市共通の地理的表象を見出すとともに、
それが、KL の社会階層を考察する上で「上
層～下層」という従来の分類の仕方とは異な
る「住まい方」あるいは「生活様式」からみ
た社会階層論的解釈の有意性を感じとったか
らではなかろうか。なお、その記号表記がマ
レー人集住地域にのみ表記されていることか
ら、「カンポン的特性を帯びた地区」とは、高
床式木造住居が集まるマレー =カンポンのみ
を指すものであると理解できる。しかし、現
在でも依然としてカンポンの雰囲気を残して
いるマレー人保留地のカンポン =バルやカン
ポン = ダトゥ =クラマットは「カンポン的特
性を帯びた地区」として分類されていないの
に対して、1990 年代までスクォッター地域で
あった北郊のマレー人集落群や南西部の鉄道
沿線に伸びるカンポン=ハジ=アブドゥッラー
=フックムが「カンポン的特性を帯びた地区」
として分類されていることから、「カンポン的
特性を帯びた地区」とは、事実上、マレー人
の自然発生的スクォッター集落を指すものと
解される。
以上に関連して言えば、1970 年代から 80
年代にかけての KL は、「スクォッター都市」
と揶揄されるほどの状況を露呈させていた
が 28）、Kühne の地図では、「スクォッター地
区」に関わる分類指標はない。抄訳文にも見
られるように、Kühne自身も KL の「スクォッ
ター地域」（Squattergebiet）・「〃地区」（-quar-
tier, -bezirk）、「〃孤立島」（-inseln）、「〃コロ
ニー」（-kolonie）について言及してはいるが、
「スクォッター地区」が地図表現的要素として
盛り込まれていないのは奇異である。Kühne
の調査研究以前、すでに KL では本格的なス
クォッター一斉調査が試みられ、空中写真撮
影にもとづいてスクォッター集落の分布図が
作成されているが 29）、それと Kühne の地図
とを重ね合わせてみれば、エスニック集団の
別に関わりなく「5」（プロレタリアート）と
表記されている地域や、「K4」（カンポン的特
性を帯びた地区＋下中層居住地区）と示され
ている地域が、ほぼスクォッター地区と重
なっていることがわかる。ちなみに、Kühne
は、抄訳文にあるように、「KL への巨大な人
口流入に歩調をあわせて、建設・住宅の取り
壊しが進んでいる。スクォッター地区の減退
がその証左である」と、あたかも KL のス
クォッター地区が解体されつつあるかのよう
に述べているが、その後の実態は様相を大き
く異にするものであった。1980 ～ 90 年代を
通して、KL は「スクォッター都市」だった
からである。
ところで、同図から、バージェス的（同心
円状の）、ホイト的（セクター状の）空間的規
則性を帯びた社会階層構造をみいだすことは
困難である。上層および上中層集住地区の凝
集を、植民地都市時代に形成された西方丘陵
地区や旧競馬場やゴルフクラブ付近でみいだ
すことができるし、郊外においては「1970 年
以降の新興住宅地域」と「カンポン的特性を
帯びた地区」や「プロレタリアート」地区（藤
巻注：スクォッター地区）の並存的発達をみ
いだすことができるが、その他の階層の分布
パターンは明瞭ではなく、中層・下層居住地
域が混在するという状況が読み取れる。これ
は、KL の包括的都市計画の整備や住宅市場
の計画的発展よりも、人口の急増が先行した
ことを物語っている。ここで筆者は、名著『東
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南アジアの都市―東南アジアのプライメイト
シティの社会地理―』（1967 年）30）において
McGee が提示した東南アジア都市構造モデ
ル図を想起する。McGee は、港湾機能を有す
旧植民地都市起源の東南アジア都市の空間構
造をモデル化したのであるが、当時の東南ア
ジア都市は、植民地時代に形成された港湾機
能を有す地区やチャイナタウン、そして CBD
を核とする市街地中心部付近には上層および
中層が居住し、郊外には下層（あるいはス
クォッター）地区と中層向け新興住宅団地
（ニュータウン）が並存するという、先進工業
国の都市構造とは異質な社会地区の分布が析
出、表現されている。KL は臨海港湾都市で
はないが、それに関わる空間的要素をはぶい
てみれば、おおよそ McGee のモデル図は、
1970 年代の KL についても適用できる。
こうして、1970 年代末、1980 年における
KLの社会地理は、大規模都市改造プロジェク
トとそのための本格的な都市計画の実施以前
の、旧植民地首都から近代的国家首都、さら
に周辺的世界都市への過渡的状況を露呈して
いたものと解すことができる。
Ⅴ．おわりに
以上、本稿では、Kühne による著作の紹介
と検討を通して、1970 年代のマレーシアの都
市化過程の特徴、とりわけ KL 大都市地域にお
ける社会地理的変化について考察を行った。
最後に、本書の特色や問題点について若干、
印象めいたことがらを略記しておきたい。ま
ず、記述上の特色としては、ドイツの伝統的
地理学（あるいは素朴実証主義的地理学）の
影響を継承しており、生理学的・人間生態学
的みかたが散見され、記述は地域地理学的で
ある。
第二に、伝統的ドイツ地理学の特長をよく
表している点として、地図表現の精密さを高
く評価したい。本書には多くの頁に数多くの
地図を挿入している上に、幾枚かの都市地図
が付されているが、そのうち KL のカラー刷
りのそれは、既述のように、きわめて詳細な
社会地図を描出しており、この一枚の地図だ
けで 1970 年代末（1980 年）当時の KL を相
当程度、鳥瞰イメージできるものとなってい
る（評者にとっては、この 1枚の地図が本書
における最もすぐれた成果の一つであると高
く評価したい）。
第三に、地図とあわせて、巻末には現地の
景観を撮影した 14点のカラー写真が付され
ている（本書の分量からすれば少ないかもし
れないが）。地図とともに、カラー写真は、現
地の実態をリアルに伝えるための手法として
有用である。地理的実態を伝えるのに、長文
をもって記述するよりも、こうした地理写真
のほうが時として多くを伝えてくれるからで
ある。
第四に、本書は 1970 年代のマレーシアの都
市化過程に言及しようとしており、1970 年と
80 年両年次のセンサス間データの分析を
行ってはいるが、現地調査は、1981 年 2 月か
らにマラヤ大学の地理学教室の協力を得て
17ヵ月に及ぶ現地調査を遂行した研究の成果
である。したがって、マレーシアの集落・都
市的各地に関する記述は、1981 ～ 82 年当時
の状況が描かれている。現地での見聞のみな
らず、地元民に対するアンケート調査や聴き
取りの成果にもとづいて記述がなされてはい
るが、全体を通して、本書のアプローチの仕
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方は俯瞰的であり、対象地域のリアルな実態、
現地住民の肉声が十分に伝わってこない点が
惜しまれる。
第五に、新繁華街の躍動するブキット =ビ
ンタン界隈や KL 市民（KL-lites）が謳歌する
新たな「都会生活」に関する記述は、ほかの
部分に比べて活き活きとした描写となってい
るが、その裏通りや庶民街に横溢する露天
商・屋台商そして行商人などが醸し出す活気
に満ちた路上経済に関わる記述や、庶民が深
く関わる可視的な風景描写が欠落している点
は、都市フィールドワーカーの立場からすれ
ば、肯けるものではない。
第六に、KL の社会地理に関する究明にお
いては、既述のように、当時の KL における
スクォッター問題に関する著者 Kühne の「読
み」は、結果的には誤っていたという点をあ
らためて指摘しておきたい。1990 年代半ばま
で、KL は「スクォッター都市」と揶揄され
ねばならなかったからである。誤解を恐れず
に言えば、Kühne は、首都 KL の「光」（bright）
を強調する傾向が強く、都市的貧困という
「影」（荒廃：blight）の側面に対する視点が希
薄であったように思われる。
〔付記〕本稿を、2006 年 3 月に立命館大学文
学部地理学専攻教授を定年退職される須原芙
士雄先生に対し、その約 30 年にわたるご指導
ご鞭撻に対する謝意をこめて謹呈させていた
だきたい。なお、本稿は、立命館大学学外研
究制度（2003 年度後期［B］：2003 年 9 月 26
日～ 2004 年 3 月 31 日）、立命館大学研究助成
（2003・2004 年度［一般研究］）および 2003 ～
2005 年度科学研究費補助金（基盤研究［A］・
海外学術）「スラム地区住民の自生的リーダー
シップに関する地域間比較研究」（研究代表
者：江口信清）の助成金を活用して行った研
究成果の一部である。記して、関係者、関係
機関に御礼申し上げたい。
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